
 
 

東京国際空港（羽田空港）Ｄ滑走路建設工事 

～台風９号による影響～ 
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平成 21年 8月 12日（水） 

国土交通省関東地方整備局 東京空港整備事務所 
 

問い合わせ先 

国土交通省 関東地方整備局 東京空港整備事務所 

Ｄ滑走路プロジェクト推進室 北川(俊)・今・腰原 

住所  東京都大田区羽田空港３－５－７ メンテナンスセンターアネックス ５階 

電話  ０３－５７５６－６５７３ 

ＨＰ  http://www.pa.ktr.mlit.go.jp/haneda/ 

国土交通省は、我が国空港ネットワークの拠点空港として極めて重要な位置を占

める東京国際空港（羽田空港）において、新たに４本目の滑走路となる『Ｄ滑走路

建設工事』について、平成２２年１０月末の滑走路の供用開始を目指し、２４時間

３６５日の昼夜連続施工により最速で工事を進めている。 

 

今般、平成２１年８月１０日（月）、１１日（火）、「台風９号」の接近に伴う

大雨、強風、波浪等により、以下の工事に休止等の影響（工程遅延）が生じた。 

 (1) 揚土・埋立工事：       ２日間休止 

  (2) 建設発生土受入・埋立工事：  ２日間休止 

  (3) 管中／軽量混合処理土工事：  ２日間休止 

  (4) 埋立資材等工事材料海上運搬： ２日間休止 

  (5) 桟橋部ジャケット基礎杭打設： ２日間休止 

  (6) 桟橋部床版設置工、その他：  ２日間休止 

(7) ジャケット積込・運搬作業：  ２日間休止 

ただし、今回の台風９号への対応に関しては、事前の台風予測に基づき、大型作

業船の退避等を実施せず（現場待機）、大規模な休止に至らなかったことから、工

事への影響（工程遅延）を最小限に留めることができた。（注：大型台風来襲の場合には、

安全のために全作業船舶等を基地港等へ退避させる必要があるため、５～７日程度の遅延が生じる。） 

 

今後、引き続き、台風等に細心の注意を払いつつ、今回の工程遅延分を「少しず

つ」かつ確実に取り戻し、Ｄ滑走路の供用時期に影響が出ることのないよう、最速

で工事を進めて行く予定。（注：２４時間３６５日工程を基本としており、早期の工程回復は厳

しいのが実態。天候に依存しながらも、少しずつかつ確実に工程を回復させる予定。） 


